音楽をつくろう！　３．「（8小節の）リズムパターンをつくろう」
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前回作成したコード進行に合わせる8小節のリズムパターンをつくる。

○個人または2人のグループで作成する。

　（2人がそれぞれで作成する場合はコピー＆ペーストをして１つのファイルにまとめる）

○1～2小節つくったら、コピー＆ペーストを使うなどして、8小節分のリズムパートを完成させる。
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○入力した音楽をさまざまな音色・音量・テンポで鳴らし、音色・音量・テンポはすべて数値化して入力されていることを理解する。

○音色・リズムを変えることによっていろいろな表現ができる。

○MIDI音源の種類によって、意図したとおりに再生されない場合がある。（→GM音源を使う）
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ドラム・パーカッションの入力について

○前回のスリー・コードのパターンを使って、リズムパターンの決定をする。　

　４／４・・・ 2ビート（民俗音楽、バラード、クラシックに使われるパターン）

　　　　　　　 4ビート（ダンス・ミュージック、ジャズに使われるパターン）

　　　　　　　 8ビート （ポップス・ロックの多くの曲に使われるパターン）

　　　　　　 16ビート（ポップス・ロックの多くの曲に使われるパターン）

　　　　　　　　その他ロッカ･バラード、ボサ・ノヴァなども含まれる

　３／４・・・3ビート（ワルツ、クラシックなどで見掛けるパターン）　

○ドラム譜、パーカッション譜の見方について
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リズムパターンの例　

· 典型的な8ビート、4ビート、16ビートの例
8ビートのパターン1　　　＆　　パターン2　　　　　　  8ビートのパターン3　　　＆　　パターン4　　　　　　　　　　　　　　
8ビートのパターン5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    4ビートのパターン
　　　　　　　　
16ビートのパターン1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16ビートのパターン2
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ベース（低音）の入力について

○ルート音（各コードを構成している一番下の音）を使って入力する。
　　※バス･ドラムが入るところに、ルート音を入力するのが基本

　　※その他　①5度の音を使う　②コード音を分散して使う　など　工夫をしてみる

　　※ベースのド、レ、ミ、ファ・・・はC2、D2、E2、F2・・・を使用する（4時間目を参照）

＜実習＞リズムパートをつくろう

①拍子を決める

②（プリントの上図ドラム譜の）例の中から1つ選び、トラック10に1小節～2小節分のドラム譜を入力する（ドラム・パーカッションはトラック10、チャンネル10に入力する）。

③コピー＆ペーストを使い、8小節分のドラム・パートを完成させる。

④コード進行に合わせて、トラック2にベース（低音）を入力する。
ドラムのノート・ナンバーについて
35　Kick Drum2　　　　36　Kick Drum1　　　38　Snare Drum1　　 　39　Hand Clap　  

40　Snare Drum2　　41　Low Tom2　 　　　42　Closed Hi-hat      　43　Low Tom1　　
45　Mid Tom2　　46　Open Hi-hat  　47　Mid Tom1　 　48　High Tom2　  49　Crash Cymbal1　 50　High Tom1 　51　Ride Cymbal1  54　Tambourine　 57　Crash Cymbal2　 59　Ride Cymbal2　
70　Maracas       84　Bell Tree　　　85　Castanets　  　など
